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まずつ〆ヨー (ArchWilkinson Shnw 1876，-.， )の人についてみ上号。多くのマ
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企業的マ ヶティング請の成立 ( 3) 3 
者であり実業人でもあった。 20阻紀初頭の2C年間，すなわち1910年代に，ウォ
ーカ (Amd日 Walker)と一緒に， 事務用品を販売する会社 Shaw-Walkcr
Compunyや KellogCompanyを経賞してし、た。 ビジネスのかたはら，彼は
事務管lTs/ステムについて研究Lたり，各実業界の指導者と会談Lたりしな





経営政策 (busine田 policy)の講義を担当している。 また同大学で Harvard
Burean of Business Researchを設立し，教授資料の不足を補うために努力し
ていたようである'"。
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れた論文であるが， 後の 3つの章は， すでに 3年前の1912年に論文として，
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6 (6) 第110巻第1. 2号
図表でみられるように，彼は企業活動全体を 3つの活動，すなわち生産活動
(activities of production)，配給活動 (ac白川町 ofdistribution)， 管理活動または
調整活動 (activitiesof administration町田町山田 offacilitating)に分けている。
このうち問題は，いうまでもな〈配給活動にある。配給活動は 2つの活動，
すなわち需要創造活動向ctivitiesof demand creation)と物的供給活動(配bVltles
of physical supply) とに分けられ， さらにそれぞれ，設備活動 (plantactivities) 
















23) Ibid.， p. 12. 
24) 分担論についてはp 近藤文男「マ ケティ γグ論の生官Jr京都大学経済論叢』第99巻第3





目される Cd.]. A. I-Iowllrd， Marketing Managcnwnt， 1963. p. 5任〉。
企業物マー ケティソグ論の成立 ( 7) 7 
いて「科学的方法 (scient品cmethods)J26)あるいは「科学的研究方法〔配lentl五c
research methods)J町を利月することであった。彼は，その当時において，すで


















26) Shaw， ~及川Ie Probletns.， p. 107， p.108 
27) Ibid.， p. 98 
28) lb以， p. 11， p. 98 
29) !bid.， p. 44 
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33) Shaw， Some Prob/ems.， p.44 
34) lbid.， p. 97， p. 109 








マ不ジリアノレ.-，ー タテ 1/'グ論の原型の検証にあたって，考察の側面を 2

















わちショ によれば，配給 (distribution)の問題には 2つあり，それは「第 1
35) 例えば， J. McCo.rthy， Ba，タicM酎先cting，1960， p.33 




る。また，彼の端的な表現によれば， I現在市場の集約的耕作 (a皿ore皿 tenslVC




















36) A-W. Shaw， Some Probl，四 'ISin Market Distribution， 1915， p. 84ただし， ζの需要喚
起の問題は，メー カー ではなく，配給業者の問題として指摘されている.
37) 1.か"d.， p. 4-~ 
38) 詳細については，橋本熱『商業資本と流通問題Jl197(}年， 80ページ，審1'1.¥，


















識的欲求 (ωn皿iousneeds) と，確定しない無意識的欲求 (unfor皿ulatedsubcon. 
出 iousneeds)とに分けている。彼にとって重要なのは，後者の無意識的欲求であ
る。けとし，彼が問題としている需要創造にとっ工は，無恵識的欲求を発見し，






41) Ibid， p.43，なお， cf. p. 44 
42) lbid.， p. 82なお cf.p. 100 
43) Ibid.， p.100，なお， cf. p. 44凶
44) lbid.， p.46なおこり欲求を「調査し発見して極らを満足させる財貨を生産する」 ζ とを，
「調整 (adjustment)Jのlっと考えている(Ibicl.，p. 46"'-'47)。
企業的マ ケティソグ論の成立 (11) 11 
た意識的需要 (e玄pressedconscious demand)J，広告によって将来の購買を計画す
る 「表現されていない意識的需要 (unexpressed conscious demand) J および将
来の購買努力が結実しやすいように啓発されている「無意識的需要 (subcon-















動を，生産活動 (activiti田 ofproduction). 配給活動 (actlvlU田 ofdistributiu口)，




45) Ihul， p. 95f.， p. 104. 
46) lbid.， p.45， p.100，参照い なおまた市場調査に関しては，標本抽出の問題にも占れられてい
るが標本理論の而場調査への一般化が3C年代であったことを考えると，極めて注目すべき着想
である。
47) 市場分析の守ち入った展開は， 191&年の『アプロ←チ』にみられる Shaw，An At向。αch.，
p. 219ff.1o 
48) 只haw品 meProblems.， p， 5 




















うのであって， その逆ではない」叫と述べている。 ζのように， 現在O~機能主
義のー側面に通じる考え方が，すでにショーにおいて粛芽的にみられる乙とは，
極めて注目すべき論点である。
第 5に.;ygーの企業活動田分析において，マネジリアノレ マ ケティ γ グ
論の特徴である全体的 (total)統合的 (integrated)観点の理解が僅かながらあら
49) W. Lazer and E. J. Kelley (ed.)， Managerial M副長etuw，1962. p. G80 
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『体系マー ケティング マネヅメント j1966年 54ベー ジ以下，四村E紀『マ ケテイング行動
体系論J14ベー ジ以下，参照司
51) W roe Alderson， Marketing Beha't回 rand Executtve Action. 1957， p.7fi 
企業的マ ケティ γグ請の成立 (13) 13 








2つの原理とは，相互依存の原理 (principleof interdependence)幻〉と， 均衡の原








第 6に，ショーにおいて，マネジリアル マーケティ γグ論の中心概念の一
つであるミックユ何回〉概念が実質的にあらわれていたという点も見逃ぜない。




52) 桂ロ古書『配給過論再噌補版， 19団年， 3B6~- ;;~o 
53) Sh田~，品'ome Pro占lems.，p. 9， p.11 
54) luid.， p. 27. 
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5G) E. J. Kelley and W. Lazer， Managcrial Markating， 1967. p. 120，そのほか， M. Zober， 
Marketing Management， 1964， p.78，など参照。












m=) と広告 (advertising)とに分けている。 乙れらはいずれも，商品について
の観念を伝達するための「機関」である。この 3つの機関についてのシヨ の
埋鮮は 1日16年の『アプローチ』において，きらに詳細に展開されている。 I司
書によれば，需要創造活動は i市場の分析J， i商品の価権決定J， i諸機関
の組み合わせと調整」との3つの活動によって遂行されるものと考えられてい
る町。 このうも， 最後にあげられたに諸機関の組み合わせと調整 (combination







5η また， P.]. Verd∞m は.i.産出を最強にするであろう投入のミックス」を考えているくP.J 
Ve臼rdoo凹m叫，
20， l'叫o.3， ]an. 1956， p. 227.)0 
58) Shaw， An A企proach.，p. 219 
59) Ibld.， p. 219 


























60) Shaw， So1'fτe Problems.， p. 67 
61) Sho.w， An A.ρ，proach.， p.219 
62) Shaw， Some P.問blems.，p. 89 

























63) lbは'd.， p. 89 
64) Sbaw， An 11t.戸田辺ん， p. 255ff 
65) Ibid.， p. 257 
66) Shaw，品meProblems.， p. 102 

























まず第lに， ショーみずからが，大企業 (thelarger conc町田〕と中小企業
(the smaIl or med山 n.sizedbusin白 s)舶の表現を使い，両者の区別を意識していた
68) Shaw，晶凶=r司CO剖'ems.，p. 82 
69) lbid.， p.25， p.29 






価格以上に高く吊り上げられた価格である問。 ショ は，価格政策を 3つに分
けている。第 1は，市価以下での販売 (sellingat the market皿 inus)，第2は，
市価通りの販売(，e1日.gat the market par)，第3は，市価以上での販売(田lling
at the market pl田〕であるm。 この 3つの価格政策のうち， 第 3の市価以上で
の販売を重視し現代配給のもっとも特徴的な価格政策であるJ72)といわれて












この点について， ショーは，製品差別化 (di旺erentiationof product)と結びつけ
7的橋本勲『現代商業学~ 1971年" 65へー ジ，参照@
71) Shaw，品meProblems.， p. 52ff. An Aρ戸田ch..p. 236 
72) Ibid.， p. 57三浦信「マーケティング論の成立と展開JW商学論閃』第23号， 43へ-:/0
7:1) Sh:aw， An Approac弘， p. 235 
74) Shaw， An Approach.， p.xxiii， p 剖8





















75) Shaw， Soηze Proble1l.ι5.， p.51， p.55， p.56 
市) Ibid.， p. 58 
77) ショー は心理的効果を姐うために差別価格 (di在百entp凹 elevels)政策を論じ，高い価格D
方日消費者にアピ ノレするばあいが多いことを指摘し，違った価格水準がそれぞれ創り出すこと
のできる有効需要を安擦にテストすることによって価搭を決定すべきことを論じているくIbid.，
p. 51， p. 117.)。
78) γョ の価格や製品差別化については近藤文男「マ ケティング論の生成 I ~京都大宇経済論
叢』第四巻第3号，昭和42年 3月， 69ページ審問w
79) Shaw，品meProblems.. p. 86 
80) Ib叩d.，p. 84 
81) シヨ は，靴製造業者，衣料品，銀製品などについて述べている(品id.，p. 19， p.86)" 























82) Ibid.， p. 87 
83) Ibid.， p. 19 
84) lbid.， p. 82 
85) シヨ は，セルスマンのほかに，通信販売ル ト，専属唐を通じる方法をあげている(1bid.，
p. 19)， 
86) II花'd.， p. 88 
87) lbid.， p. 88 
88) Ibid.， p.89 
企業的マー ケテイング論申成立 (21) 21 
よりも優れた特性をもっているので，需要創造機関として重視されている。 ζ
のショ の分析は，実質的にセーノレ月マ y と広告というマーケティング手段の
効果的なミッグ月を考え亡し、たとみる己ともできるであろう。これらの分析は，
いずれも独占的産業資本主前提とする諸問題である。



















89) 橋本勲 r現代商業学Jl1971年， 83ベー ジ以下，拳照w
90) Shaw，品'omeP:γ-obl.切符， p. 58 
91) Ibid.. p. 82 
92) Ibid.， p. 59 
回〉製品差別化の萌芽としてり評価は，片岡一郎ほか『現代マーケテイング総論11964年，95ベ
ジ，参照P
22 (22) 第 110巻第1'2号













94) Shaw， Some Problems.， p.62 
